


　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚くお礼を申しあげます。ここに、当社の第70期報告
書をお届けするにあたり、一言ご挨拶を申しあげます。
　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景に、緩やかな回復基調が続い
たものの、中東の地政学的緊張に伴うリスクの高まりや、米国の通商政策の動向や円安の進行、物価上昇
による消費者マインドの下振れ懸念など、多くの不確実要因を抱え、先行きは一段と不透明な状況が続い
ております。
　このような状況の中、当社グループは、外部環境の変化を前提とした、より強固な経営基盤の再構築と、
次の成長フェーズに向けた経営資源の選択と集中による事業及び製品ポートフォリオの再編を推し進めて
まいりました。また、新製品や新サービスの企画開発及び販売体制の強化と需要の変化に対応できる生産
体制を構築し、グループ全体の最適化、シナジー強化及び収益力の向上に取り組んでまいりました。
SDGsや脱炭素社会の実現を含む様々な課題に対し、“美・食・住”の視点から探求し、新しい事業、製
品及びサービスのデザインを通じて、持続可能な社会の実現と中長期的な企業価値の向上を目指しており
ます。
　この結果、当連結会計年度の売上高は297億８千８百万円（前期比5.4％増）、経常利益は29
億２千１百万円（前期比38.4％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は23億５千４百万円（前期比
76.4％増）となりました。
　2026年度は、更なる強固な経営基盤の再構築を引き続き進めながら、事業領域の拡大を着実に前進さ
せるべく、以下の課題に取り組んでまいります。
１．顧客価値の追求
　�　持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現するため、モノづくりとサービスを通じた顧客価値を
追求し、当社グループのスローガン「その手があった！の一手先。」の姿を具現化します。

２．健康経営の推進
　�　健康は個々人の幸せの礎であり、社員とその家族の健康は会社が成長し、社会的責務を果たすための
源泉であります。健康を経営の最重要課題の一つととらえ、社員とその家族の心身の健康を保持・増進
する健康経営を推進いたします。

３．“美・食・住”の３領域の拡大
　�　SDGsや脱炭素社会の実現を含む様々な社会的な課題を“美・食・住”の視点から探求し、その解決
に向け、当社グループをあげて新しい事業、製品及びサービスをデザインいたします。

４．ブランドの強化
　�　社外向けコーポレートブランディング、当社グループ内のインナーブランディング及び採用ブラン
ディングを通じて、魅力あるモノづくり集団としての当社グループの一層の認知度向上を図ります。

５．意識行動の変革
　�　当社グループの理念“エムケーフィロソフィー”を全社員が共有し、人的資本の充実に資する社内組
織・制度を改革いたします。そして意識行動の変革を通じて、研究開発型の完成品メーカーとして社会
に貢献する企業グループへの進化を図ります。

６．経営インフラの強化
　�　当社グループを支える人材、財務、IT、生産ラインといった経営インフラを、グループ全体の最適
化を踏まえながら整備し強化いたします。

　以上を課題として取り組んでまいりますので、株主の皆様には、何卒、変わらぬご支援を賜りますよう
お願い申しあげます。

2026年６月  　　

代表取締役社長

株主の皆様へ
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業 績 の 推 移 （ 連 結 ）

区 分
第67期

 
2022年度

第68期
 

2023年度

第69期
 

2024年度

第70期
（当連結会計年度）

2025年度
売 上 高（ 千 円 ） 27,327,840 28,474,241 28,268,214 29,788,221

経 常 利 益（ 千 円 ） 1,816,552 2,253,131 2,111,328 2,921,631

親会社株主に帰属する当期純利益（ 千 円 ） 1,167,803 713,568 1,334,649 2,354,276

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 79円91銭 48円67銭 90円76銭 167円49銭

総 資 産（ 千 円 ） 26,453,915 26,777,493 26,284,781 28,328,923

純 資 産（ 千 円 ） 13,786,520 15,031,635 16,690,068 19,397,061
　

ライフ＆サポート事業
　米価格高騰の影響による需要の高まりが継続し、主力製品である低温貯蔵庫や保冷米び
つ、精米機などの米関連商品は、売上げが好調に推移し、前年度実績を大幅に上回りました。
一方、もちつき機や音響関連機器をはじめとする家電商品や、レンジ台などの収納商品は、
需要の回復が見られず、売上げが前年度実績を下回りました。撹拌機は、大型案件を中心
とした受注に落ち着きが見られましたが、官庁案件の受注回復を背景に、概ね好調に推移
しました。一方、食品加工機は、海外市場の売上げが伸び悩み、前年度実績を下回りました。
　この結果、ライフ＆サポート事業の売上高は、62億９百万円（前期比0.4％減）となり
ました。

小型精米機 保冷米びつ

　主力の門型洗車機は、SS（サービスステーション）向けでは、政府助成事業の補助金制
度により、売上げが大幅に伸長し、当初想定を大きく上回りました。カーディーラー向け
では、整備作業の省力化需要を取り込み、売上げが伸長しました。また、オイル機器では、
ローリーの売上げが伸び悩んだもののエアコンフレッシャーは、堅調に推移しました。情
報機器は主にLED表示機を製造・販売しています。大型デジタルサイネージは大手顧客か
らの安定した受注により堅調に推移しました。工事用保安機器は価格競争激化の影響によ
り、前年度実績を下回る結果となりました。またSS向け表示機はLED表示機の売上げが伸
び悩んだものの、価格表示看板は概ね横ばいで推移しました。
　この結果、モビリティ＆サービス事業の売上高は、205億９千２百万円（前期比9.1％増）
となりました。

モビリティ＆サービス事業

工事用LED表示機

門型洗車機

部門別の概況
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■連結株主資本等変動計算書　当期（2025年3月21日から2026年3月20日まで） （単位：千円）
株 主 資 本 そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純資産合計
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括
利益累計額合計

当連結会計年度期首残高 3,373,552 2,932,559 9,126,233 △408,860 15,023,486 969,248 △158 866,976 △169,483 1,666,582 16,690,068
当連結会計年度変動額
剰余金の配当 △147,188 △147,188 △147,188
親会社株主に帰属する当期純利益 2,354,276 2,354,276 2,354,276
自己株式の取得 △360,766 △360,766 △360,766
自己株式の処分 1,168 13,834 15,002 15,002
株主資本以外の項目の当連結会計年度変動額（純額） － 616,671 158 △35,444 264,283 845,669 845,669

当連結会計年度変動額合計 － 1,168 2,207,087 △346,932 1,861,323 616,671 158 △35,444 264,283 845,669 2,706,992
当連結会計年度末残高 3,373,552 2,933,728 11,333,321 △755,792 16,884,809 1,585,919 － 831,532 94,799 2,512,251 19,397,061

■連結貸借対照表（要旨） （単位：千円）

期別
科目

当　期
（2026年３月20日現在）

前　期
（2025年３月20日現在）

（ 資 産 の 部 ）
流 動 資 産 17,516,685 16,843,687
固 定 資 産 10,812,238 9,441,093
有 形 固 定 資 産 5,263,002 5,072,153
無 形 固 定 資 産 631,067 778,866
投 資 そ の 他 の 資 産 4,918,168 3,590,073

資 産 合 計 28,328,923 26,284,781
（ 負 債 の 部 ）

流 動 負 債 6,081,324 7,081,761
固 定 負 債 2,850,537 2,512,950
負 債 合 計 8,931,861 9,594,712

（純 資 産 の 部）
株 主 資 本 16,884,809 15,023,486
資 本 金 3,373,552 3,373,552
資 本 剰 余 金 2,933,728 2,932,559
利 益 剰 余 金 11,333,321 9,126,233
自 己 株 式 △755,792 △408,860

その他の包括利益累計額 2,512,251 1,666,582
その他有価証券評価差額金 1,585,919 969,248
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 － △158
為 替 換 算 調 整 勘 定 831,532 866,976
退職給付に係る調整累計額 94,799 △169,483

純 資 産 合 計 19,397,061 16,690,068
負 債 純 資 産 合 計 28,328,923 26,284,781

■連結損益計算書（要旨） （単位：千円）

期別
科目

当　期
2025年３月21日から
2026年３月20日まで

前　期
2024年３月21日から
2025年３月20日まで

売 上 高 29,788,221 28,268,214
売 上 原 価 19,533,252 19,092,574

売 上 総 利 益 10,254,969 9,175,640
販売費及び一般管理費 7,531,890 7,182,208

営 業 利 益 2,723,078 1,993,431
営 業 外 収 益 272,609 233,873
営 業 外 費 用 74,056 115,976

経 常 利 益 2,921,631 2,111,328
特 別 利 益 292,301 9,055
特 別 損 失 97,878 96,873

税金等調整前当期純利益 3,116,054 2,023,511
法人税、住民税及び事業税 841,609 677,158
法 人 税 等 調 整 額 △79,830 11,702

親会社株主に帰属する当期純利益 2,354,276 1,334,649

■連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：千円）

期別
科目

当　期
2025年３月21日から
2026年３月20日まで

前　期
2024年３月21日から
2025年３月20日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,990,637 516,561
投資活動によるキャッシュ・フロー △439,391 △256,654
財務活動によるキャッシュ・フロー △1,515,820 △216,598
現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,342 53,445
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 29,083 96,754
現金及び現金同等物の期首残高 2,515,173 2,418,418
現金及び現金同等物の期末残高 2,544,256 2,515,173

連結財務諸表
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■発行可能株式総数� 54,930,000株
■発行済株式総数� 15,595,050株
■株主数� 4,341名

■役　員（2026年3月20日現在）
■所有者別分布状況　

■会社概要

■大株主（上位10名）
株 主 名 持 株 数 持株比率

東京中小企業投資育成株式会社 1,170,000株 8.4％

丸 　 山 　 は る 代 825,800 5.9

株 式 会 社 八 十 二 長 野 銀 行 688,000 4.9

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 688,000 4.9

エムケー精工従業員持株会 620,732 4.5

丸 山 将 一 552,607 4.0

丸 山 誠 二 488,300 3.5

丸 山 繁 夫 461,764 3.3

早 川 和 弘 406,903 2.9

昭 和 商 事 株 式 会 社 279,200 2.0
（注）�当社は、2026年3月20日現在、自己株式を1,669,288株保有して

おり、上記大株主からは除外しております。

商 号 エムケー精工株式会社
（MK SEIKO CO.,LTD.）

本 社 長野県千曲市大字雨宮1825番地
東 京 本 社 東京都葛飾区青戸八丁目3番5号
設 立 1956年12月17日
事 業 内 容 モビリティ関連機器・ライフ＆サ

ポート関連機器の製造販売及びメ
ンテナンスサービス

資 本 金 3,373,552,500円
主 要 な 事 業 所 本社・工場	 長野県千曲市

東 京 本 社 	 東京都葛飾区
信濃町工場	 長野県上水内郡信濃町
坂 城 工 場 	 長野県埴科郡坂城町
支　　　店	 札幌・仙台・東京・東関東・北関東・ 
	 南関東・静岡・新潟・長野・名古屋・
	 金沢・大阪・四国・広島・福岡

従 業 員 数 894名

代表取締役社長 丸 山 将 一
取 締 役 千 葉 和 樹
取 締 役 沓 掛 吉 彦
取 締 役 和 泉 秀 樹
取 締 役 小 山 千 明
取 締 役 上　條　由紀子※１
取 締 役 滝 沢 玲 奈※１
常 勤 監 査 役 近 藤 重 光
監 査 役 三 浦 伸 昭※２
監 査 役 廣 中 龍 蔵※２
※1　�取締役の上條由紀子氏及び滝沢玲奈氏は、社外取締役であ

ります。
※2　�監査役の三浦伸昭氏及び廣中龍蔵氏は、社外監査役であり

ます。

金融機関　7名
1,729千株（11.10％）

証券会社
17名

208千株
（1.33％）

その他の法人
118名

3,129千株
（20.06％）

自己名義　1名
1,669千株（10.70％）

個人・その他
4,169名
8,519千株
（54.63％）

外国法人等　29名
341千株（2.18％）

合計
4,341名
15,595千株

株式の状況（2026年3月20日現在） 会社概要（2026年3月20日現在）
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　健康は個々人の幸せの礎であり、社員とその家族の健康は会社が成長し社会的責務を果たすための
源です。健康で安心していきいきと働くことができる職場を目指し、2025年度は、次の３点に注力
しながら社員の健康増進に向けた各種施策に取組みました。
　１．こころの健康づくり
　２．生活習慣病などの疾病の高リスク者に対する重症化予防
　３．喫煙率の低下
　この取組みが顕彰され、当社は「健康経営優良法人2026（大規模法人部門）～ホワイト500～」
に認定されました。2020年度以来７年連続での認定となります。
　今後も社員の健康保持・増進を図る健康経営を最重要課題の一つととらえ、代表取締役社長を最高責
任者として、担当役員と推進部門が中心となり、全ての役員と社員が健康経営に取り組んでまいります。

　事業ポートフォリオの最適化を一層推進し、経営資源の選択と集中を行うため、ノンコア事業であるホテル事業「長野リンデン
プラザホテル株式会社」を2025年８月26日付でサンフロンティアホテルマネジメント株式会社（東京・千代田区）に譲渡いたし
ました。サンフロンティアホテルマネジメント株式会社は、サンフロンティア不動産株式会社（東証プライム市場）のグループ企
業でホテルの運営、開発事業を行っており、本事業を譲り受けることで業容の拡大が期待できること等から、当社といたしまして
は同社に譲渡することが最適と判断いたしました。
　今回の譲渡により得た経営資源を最適配分し、グループ全体の競争力強化と財務基盤の改善を通じて、株主価値の一層の向上に
努めてまいります。

７年連続認定「健康経営優良法人～ホワイト500～」

ホテル関連事業の譲渡

ヘルスツーリズムの一環で行った
新入社員トレッキング

【11,000円相当】
電気せいろ

【5,000円相当】
水無し電気鍋

カタログ掲載例（当社製品）

※カタログには、地元長野県をはじめ、全国の事業拠点の特産品や
当社製品を取りそろえております。

TOPIC1

TOPIC3

　2026年度より優待の利便性向上及び中長期で保有いただく株主様への還元強化を図るため、優待内容を変更（拡充）するこ
とといたしました。主な変更内容は次の３点になります。発行基準の詳細は、最終頁をご覧ください。

　１．優待内容の変更
「ホテル宿泊優待券」→「オリジナルカタログギフト」※

及び「QUOカードPay」
　２．優待対象の拡大

「1,000株以上保有」→「100株以上保有」

　３．長期保有株主様への優遇制度を新設
「条件：２年以上」

株主優待制度の変更

TOPIC2

トピックス
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【モビリティ＆サービス事業】
　■セルフ洗車向け高圧洗浄機「スターフレッシャー SFC072」

　　�　セルフ洗車向けの電気温水式高圧洗浄機「スターフレッシャー SFC072」を発売しま

した。洗浄ガンは、洗浄水と泡を分けた２本ガンタイプと、両機能を切り替えられる１

本ガンタイプからニーズに応じ選択いただけます。１本ガンは軽量な設計で片手で軽快

に使用できます。また定評のガラス系コーティング「ティアラコートロイヤル」にオプショ

ン対応します。車両ボディに平滑で硬質な皮膜を形成し、光の乱反射を抑えクリアな光

沢を実現します。さらに洗車アプリ「wash WALLET」、電子決済、磁気式／IC式プリカ

システムといった多彩な決済システムを選択いただけ、エンドユーザーに利便性を提供

します。

　■屋外型LED表示機「QVP７両面」

　　�　屋外型フルカラーLED表示機「QVP７両面」を発売しました。動画と価格を同時に表

示できるため、燃料価格の訴求と油外商品のPRを同時に実現し、強いアイキャッチで来

店促進に貢献します。さらに、表示面は最大80°まで角度調整が可能で、道路や進入方向

に合わせて見やすい角度に設置できるため、遠方からの視認性を向上し通行中の顧客を

効果的に店舗へ誘導します。

【ライフ＆サポート事業】
　■低温貯蔵庫「味の新鮮蔵」

　　�　お米や野菜を最適な環境で貯蔵して、収穫したての鮮度を保つことができる低温貯蔵

庫「味の新鮮蔵」のARG、ARC、ARWシリーズを、ノンフロン冷媒にリニューアルし

ました。地球温暖化への対応が急務となるなか、ノンフロン冷媒R600aの採用による

GWP値99％削減と20～40％の省エネルギー化により、電気料金の削減と環境への配慮

を両立しました。

新製品のご紹介
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【お知らせ】
（1）株主様の住所変更、配当金振込指定、買取請求その他各種お手続きにつ

きましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承
ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わ
せください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口
座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ
信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

株主優待制度のご案内株主メモ

①株主優待制度の内容
　保有株式数に応じて、「オリジナルカタログギフト」
及び「QUOカードPay」を贈呈いたします。
②発行基準
　2026年3月20日現在、保有株式数100株以上の株主様
に対し、次のとおり発行いたします。

③発行日
　定時株主総会後、決議通知書に同封いたします。
④有効期限
　・オリジナルカタログギフトは発行日より6か月間
　・QUOカードPayは発行日より3年間

〒387-8603　本社／長野県千曲市大字雨宮1825番地
TEL.026-272-0601（代）　FAX.026-272-4912
https：//www.mkseiko.co.jp/

保有株式数
2年未満 2年以上

100株以上
500株未満

5,000円
相当１品

5,000円
相当２品

5,000円
相当２品

5,000円
相当１品と
11,000円
相当１品

500円分 ― 1,000円分―

500円分 1,000円分

4,000円分 4,000円分

オリジナル
カタログギフト

QUOカード
Pay

QUOカード
Pay

オリジナル
カタログギフト

コーポレートサイト紹介

事 業 年 度
期 末 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日
中 間 配 当 金 受 領 株 主
確 定 日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 方 法

1 単 元 の 株 式 数

3月21日から翌年3月20日まで

毎年3月20日

毎年9月20日

毎年6月

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
TEL　0120-232-711（通話料無料）
郵送先　
〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京証券取引所スタンダード市場
電子公告により行います。
公告掲載URL https://www.mkseiko.co.jp/

（ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告をすることができない場合は、日本
経済新聞に掲載する方法により行います。）
100株

環境保全のため、FSC® 認証紙と植物油インキを使用して
印刷しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

500株以上
1,000株未満

1,000株以上

当社のコーポレートサイ
トでは、会社情報をはじ
めとする様々な情報を
ご紹介しております。
URLは以下のとおり
です。

https://www.mkseiko.co.jp/


